
２０２２年１０月
の参考銘柄

●ウルフスピード（WOLF：NYSE）（$ 115.07）
米国のパワー半導体メーカー。電気自動車（EV）、モーター、電源、太陽光発電、輸送などの用途
で使われ、主力製品の一つにパワー半導体用の電力損失を低減できる新素材として注目される「炭
化ケイ素の半導体ウエハー」があり同社が市場シェアの6割をしめる。

●コストコホールセール（COST：NASDAQ）（$ 482.49）
有料会員制の大型ディスカウント店の最大手。売上高が10四半期連続で市場予想を上回る。取扱商
品は食料品、生活必需品から宝飾品、アパレル、薬品、アウトドア用品と多岐にわたり、徹底的な
コスト削減が可能な大型倉庫型店舗で販売している。物価上昇を背景に節約志向が高まる中、最大
の強みである販売価格の安さに加えて、巧みな品ぞろえによって顧客の支持を獲得しており、同社
の強みが最大限発揮されているといえる。

●ジースケイラー（ZS：NASDAQ）（$ 182.92）
転送チェック型のクラウド・セキュリティ企業。低価格・包括的サービスで急成長。世界5600社超
の企業と契約。2018年3月、NASDAQに上場。

●ＡＳＭＬ（ASML：NASDAQ）（$ 462.14）
【半導体製造装置】半導体露光装置を販売する世界最大の会社。世界中の半導体メーカーの80%以上
が顧客。

●ワークマン（7564：スタンダード）（100株 4,805円 約49万円）
作業服、関連用品専門チェーン。前期開始のキャンプ用品も通期上乗せ。売上の6割超占めるPB商品
は22年秋冬も価格据え置き。低価格と機能性訴求しシェア拡大狙う。売上高は4期連続増、2023年度
1241億円予想(四季報より)

●任天堂（7974：プライム）（100株 6,056円 約61万円）
世界的TVゲームメーカー。2022年9月9日発売のニンテンドースイッチ向けソフト「スプラトゥーン
3」の国内販売の滑り出しが好調。2022年9月30日株式分割により投資単位を引き下げた。

●Ｚホールディングス（4689：プライム）（100株 403.2円 約41万円）
ネットサービス大手。ソフトバンクの連結子会社。LINE、ヤフー、PayPay等を傘下に置く。

●スノーピーク（7816：プライム）（100株 2,194円 約22万円）
アウトドア用品の製造・販売を行う。海外は順調で中国のキャンプ需要が急拡大。

カレラ成長日本列島株式ファンド
※ 販売用資料を同封します。詳しくは、目論見書等（目論見書、販売用資料、月次レポートな

ど）をご覧ください。投資にあたっては必ず目論見書をご覧ください。

※ 目論見書等は、本店または黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

日本株

アメリカ株

投資信託

投資信託の買付時の手数料は、
約定代金の３．３％（税込み）です。

2022年10月6日終値

2022年10月6日通常取引終値
国内店頭取引の場合、日本
円で約30万円程度から

＜その他参考銘柄＞
アップル、アマゾン、マイクロソ
フト、アルファベット
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※目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

投資にあたってのご留意事項
手数料等について

■国内株式

国内株式の売買には、約定代金に対して最大1.265%（消費税込）の委託手数料が必要となります。

委託手数料が2,750円に満たない場合は2,750円（消費税込）

■外国株式

現地委託取引の際の国内取次手数料（消費税込）

約定代金が2.5万円以下の場合・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

約定代金が2.5万円以上の場合・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

現地諸費用：外国取引にかかる現地諸費用（SEC Fee 等）の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、

本書上でその金額等をあらかじめ記載することはできません。

「外国証券取引口座」を開設されていない場合は、口座開設が必要となります。

国内店頭取引の場合

当社の定める価格(現地終値の概ね2.5%上下の価格)・為替(午前と午後に基準為替を決定し、その0.5円上下)でのお取引となります。

◎

※

◎

◎

◎

◎

■投資信託

投資信託の場合は、各銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等諸経費をご負担いただきます。手数料の料率・額

は銘柄によって異なりますので、ここに具体的に記載することはできません。各銘柄の目論見書等をご覧ください。

◎

主なリスクについて

株価変動リスク◎

政治・経済、社会情勢等の変化により、株式相場等が変動し損失を被るおそれがあります。

信用リスク◎

有価証券等の発行者の信用・財務状況などの変化等により、価格等が下落したり、投資元本を回収できなくなったりするこ

とで、損失を被るおそれがあります。

流動性リスク◎

流動性の悪化または流通市場の混乱により、損失を被るおそれがあります。

為替変動リスク◎

外国為替相場の変動等により、受取金額が増減し損失を被るおそれがあります。

投資信託のリスクは、各銘柄により異なります。各銘柄の交付目論見書等をご覧ください。

当社が取扱う金融商品は、上記リスク等により損失が生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、

当該商品の契約締結前交付書面、目論見書、お客様向け資料等をお読みください。

※

このリーフレットは、お客様の投資判断の参考となる情報を提供することを目的としたものです。銘柄の選択・投資に関する最終判断は、お客様

ご自身の判断でお願いします。また、本リーフレットは、信頼できると思われる情報に基づき作成したものですが、その正確性・完全性を保証する

ものではありません。 このリーフレットの内容は、リーフレット作成時における当社の見通しであり、今後予告なく随時変更することがあります。

掲載した銘柄について、我が国の金融商品取引法による企業内容開示が行われていない場合や当社で買い持ち及び売り持ちしている
場合、当社の役職員が投資している場合があります。
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約定代金の１１％

約定代金の１．２％×１．１（最低2,750円）

※


